
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

白老町家庭教育支援チーム 

 （呼称：ぴんぽーん） 

 

②活動拠点 白老町子育て支援課 

③活動範囲 白老町内全域 

④組織体制 

 

   4 人 

コーディネーター  1 名 

子育てサポーター 2 名 

保育士        1 名 

 

⑤活動開始年度 平成 21 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

白老町子育て支援課子育て支援グループ 

（TEL）0144-85-2021   （E-mail）kodomo@town.shiraoi.hokkaido.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

●健診時にアンケート聞き取り調査 

・顔が見える関係を基盤として、保護者に相談機関の 1 つとして知ってもらう



ように働きかけている。 

●個人訪問面談 

・相談の希望があれば、家庭訪問に限らず、地域子育て支援拠点事業所等

を利用してのる相談対応や情報提供。電話やメールによる相談対応など柔

軟に対応している。 

●家庭教育講話への講師派遣 

・最近はメディアとの付き合い方についての依頼が多く寄せられており、講

師が日々研鑽を重ね、講話の対応を行っている。 

 

・子育て講座の開催 

・広報誌の作成、配布 

 子育て情報や活動報告、支援員からのメッセージ等を掲載し年 5 回発行。 

 町内保育所、認定こども園、小中学校、地域子育て支援拠点事業所「発達

支援センターピヌピヌ」と「子育てふれあいセンター」に配布。 

・家庭教育支援チームの学習会 

・家庭教育支援チーム定例会議年 10 回開催 

・アンケートの実施（隔年） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

●個別の訪問面談は、乳幼児期に面識があった保護者から、学童期以降も

相談が入るケースが多いことから、継続した取り組みが保護者にとって相談

機関の 1 つして認識されており、相談や利用に繋がっている。 

●継続的に行っているメディアに関する講座により、毎年学校等から依頼を

受けて対応している。その他、就学前健診や関係機関からの依頼を受け、

講師派遣を行っている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


